
予算額(補正後）

上位政策

10 6

7 6

関係する計
画、通知等

動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年
10月1日法律第105号）第３，４，５条

動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進
するための基本的な指針（平成18年10月31日環境省
告示第140号）

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 総務課動物愛護管理室自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全と自然との共生の推進

執行額

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース) 5 7 6

5 10

19年度 20年度 21年度

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　抜本的改善

　(支出実績を勘案し、予算額の節減を図るとともに、同一の事業目的を持つシート番号184「飼養動物の安全・健康保持推進事
業」と事業を統合し、より効率的な事業実施に努めるべき。)

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

予算の繰越状況（当該年度の前年度からの繰越額）

※特定動物の一時保管等の処分については、平成19年12月の改正遺失物法により特定動物の規制を所管する環境省が行うこ
ととなっているが、都道府県及び各警察署が改正前の状況を継続して処分を行っている事例が多いため、21年度は具体的事例
が少ない状況にある。

今後も引き続き競争性のある契約を行う。
21年度の執行状況や事業の必要性を踏まえて見直しを行った結果、22年度においては普及啓発分野を削除した。
予算の執行には事務所毎にばらつきがあるため、平成23年度からは特定動物の逸走の実態把握に努めて、重点的に
配付箇所を選定することで効率的な執行を行う。

事業の実施にあたっては、事務所職員が納品状況や、事業の進捗状況を現地まで赴いて確認を行った。

事業番号 ３１６

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

平成18年度動物愛護管理推進事業

執行率 91% 64% 61%

(1)パンフレットやポスター、普及啓発グッズ等を配付した。
(2)動物の引取処分を実施した。

5

室長　西山理行

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

(1)地方環境事務所等において、パンフレットや普及啓発グッズ等を配布することにより、飼養動物の愛護と適正な管理
の大切さ等について普及啓発を実施する。
(2)野外で逸走及び遺棄された危険な動物が発見された場合に、種の同定や取扱上の注意等を行うとともに、特定動
物については、地方公共団体、警察等と連携して、一時保管等の処分を実施する。

　環境省の地方支分部局である地方環境事務所等において、関係地方公共団体と連携して、動物愛護管理に係る総
合的な普及啓発を展開するとともに、地方公共団体、警察、地方環境事務所等の関係機関が協力し、逸走及び遺棄さ
れた危険な動物に適切に対応することで、一般市民への被害の発生を防止することを目的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

4

19年度 20年度 21年度
0 0 0

環境省
6.2百万円

各地方環境事務所

・動物愛護管理に関する普及啓発の実施
・特定動物（危険な動物）の一時保管等の処分

釧路自然環境事務所
0.8百万円

東北地方環境事務所
0.04百万円

関東地方環境事務所
1.3百万円

中部地方環境事務所
0.8百万円

長野自然環境事務所
0.3百万円

近畿地方環境事務所
0.6百万円

中国四国地方環境事務所
0.4百万円

那覇自然環境事務所
1.2百万円

【少額随意契約・請負】

民間事業者
0.8百万円

普及啓発資料印刷他

民間事業者
0.04百万円

動物の引取処分

民間事業者
0.8百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.3百万円

普及啓発グッズ作成他

竹田印刷(株)
0.6百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.4百万円

動物愛護ポスター印刷

【少額随意契約・請負】

A.(社)鹿児島県獣医師
会大島地区獣医師会

0.9百万円

マイクロチップの普及推進

民間事業者
0.3百万円

消耗品購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】【少額随意契約】

【少額随意契約】

【少額随意契約】
【一般競争入札・請負】

民間事業者
0.9百万円

派遣業務

民間事業者
0.4百万円

保護動物の医療品・餌等の購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】

九州地方環境事務所
0.8百万円

NPO法人
どうぶつたちの病院

0.8百万円

イエネコの適正飼養の推進

【少額随意契約】



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

19年度 20年度 21年度
0 0 0

環境省
6.2百万円

各地方環境事務所

・動物愛護管理に関する普及啓発の実施
・特定動物（危険な動物）の一時保管等の処分

釧路自然環境事務所
0.8百万円

東北地方環境事務所
0.04百万円

関東地方環境事務所
1.3百万円

中部地方環境事務所
0.8百万円

長野自然環境事務所
0.3百万円

近畿地方環境事務所
0.6百万円

中国四国地方環境事務所
0.4百万円

那覇自然環境事務所
1.2百万円

【少額随意契約・請負】

民間事業者
0.8百万円

普及啓発資料印刷他

民間事業者
0.04百万円

動物の引取処分

民間事業者
0.8百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.3百万円

普及啓発グッズ作成他

竹田印刷(株)
0.6百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.4百万円

動物愛護ポスター印刷

【少額随意契約・請負】

A.(社)鹿児島県獣医師
会大島地区獣医師会

0.9百万円

マイクロチップの普及推進

民間事業者
0.3百万円

消耗品購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】【少額随意契約】

【少額随意契約】

【少額随意契約】
【一般競争入札・請負】

民間事業者
0.9百万円

派遣業務

民間事業者
0.4百万円

保護動物の医療品・餌等の購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】

九州地方環境事務所
0.8百万円

NPO法人
どうぶつたちの病院

0.8百万円

イエネコの適正飼養の推進

【少額随意契約】



0計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 0 計

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A. E.

19年度 20年度 21年度
0 0 0

環境省
6.2百万円

各地方環境事務所

・動物愛護管理に関する普及啓発の実施
・特定動物（危険な動物）の一時保管等の処分

釧路自然環境事務所
0.8百万円

東北地方環境事務所
0.04百万円

関東地方環境事務所
1.3百万円

中部地方環境事務所
0.8百万円

長野自然環境事務所
0.3百万円

近畿地方環境事務所
0.6百万円

中国四国地方環境事務所
0.4百万円

那覇自然環境事務所
1.2百万円

【少額随意契約・請負】

民間事業者
0.8百万円

普及啓発資料印刷他

民間事業者
0.04百万円

動物の引取処分

民間事業者
0.8百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.3百万円

普及啓発グッズ作成他

竹田印刷(株)
0.6百万円

普及啓発グッズ作成

民間事業者
0.4百万円

動物愛護ポスター印刷

【少額随意契約・請負】

A.(社)鹿児島県獣医師
会大島地区獣医師会

0.9百万円

マイクロチップの普及推進

民間事業者
0.3百万円

消耗品購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】【少額随意契約】

【少額随意契約】

【少額随意契約】
【一般競争入札・請負】

民間事業者
0.9百万円

派遣業務

民間事業者
0.4百万円

保護動物の医療品・餌等の購入

【少額随意契約】

【少額随意契約】

九州地方環境事務所
0.8百万円

NPO法人
どうぶつたちの病院

0.8百万円

イエネコの適正飼養の推進

【少額随意契約】


